


構成およびデータ 

ガラス開口部の防犯対策に、 

カギ付きクレセント部分と補助錠を想
定した箇所の「こじ破り」のトータル時
間を測定 
●使用道具 
　ドライバー 

「ルミクール1561UH」は、高透明ポリエステルフィルムを独自の技術で多層フィルム化し、アクリル系特殊粘着剤を塗布したも

ので、従来の飛散防止フィルム（50μｍ）に比べて約6倍の引張強度があり、防犯対策フィルムの機能とともに優れた耐候性と高い

明視性を実現しています。 

こじ破りを想定したクレセント破壊試験（社内評価） 

※JIS A 5759の性能を満たします。 

◆性能ランク 
分　類 1回 2回 3回 加 撃 回 数  鋼球落下高さ（mm） 

1500 正三角形各頂点 
に１回ずつ計３回 

正三角形各頂点 
に１回ずつ計３回 3000

P1A

P2A

防犯性能 

「ルミクール1561ＵＨ」の特徴 

その他の特徴 

◆自らの安全や財産は、自ら守る ◆防犯性能の高い建物部品の開発 
侵入による犯罪は、オフィスや店舗そして住宅と広がり、年々

深刻化しています。最近では、侵入の手口もピッキングや

ガラス破りと悪質な犯罪傾向にあり、多様化・凶悪化にな

っています。また、被害はお金や物品ばかりでなく、時には

命にかかわることもあります。「自らの安全や財産は、自

ら守る」という意識をしっかりと持つことが必要になって

います。 
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空き巣ねらい侵入手段 

ガラス破り 
71.1％ 

無戸締り 
15.5％ 

その他 
10.1％ 

ドア錠破り 
2.9％ 

ピッキング 
0.4％ 

総厚（粘着剤層含む）（μm) 

 

425 77
フィルム厚（μm) 

 

395 50

◆厚み 

引張強度（N/25mm) 

伸　び（％） 

1600 

120

240 

120

◆物性データ 

可視光線透過率（％） 

紫外線透過率（％） 

日射透過率（％） 

日射反射率（％） 

日射吸収率（％） 

88 

＜1 

81 

9 

10 

 

89 

＜1 

82 

8 

10 

 

◆光学特性 

ルミクール 
1561UH

従来品 
（50μm） 

（財）都市防犯研究センター（JUSRIリポート） 

侵入をあきらめる時間 

5分以内 
68.5％ 

5～10分以内 
22.9％ 

10分以上 
8.6％ 

をお役立てください。 

信頼と実績のブランド「ルミクール」から生まれた防犯対策ウインドーフィルム「ルミクール1561ＵＨ」。リンテックの技

術力により、強力な粘着力と高透明多層ポリエステルフィルム構造にすることで、耐貫通性と耐衝撃性を向上させた強靭

なウインドーフィルム。窓ガラス破りによる侵入を遅らせ、侵入をあきらめさせることが可能です。 

●ガラス飛散防止　 
　JIS A 5759のガラス飛散防止性能を満たします。割れたガラスでの被害を軽減し、安全性を高めます。 

●紫外線カット 
　人体に有害な紫外線を99％以上カットし、家具、カーペット、カーテンなどの退色や劣化防止に効果を発揮します。 

●耐摩耗 
　フィルム表面をしっかりハードコートすることで、清掃時起こりやすい擦り傷の発生を軽減します。 

試験条件 

実験では、破壊、侵入す

るまで5分以上の時間を

要しました。 

◆結果 

●実験方法 
　EN356に準拠 
●使用鋼球 
　直径：100mm、重さ：約4.11kg 
●落下方法 
　中心付近に一辺130mmの正三角
　形の頂点に鋼球を落下させる 
●試験体大きさ 
　900mm×1100mm　 

打ち破りを想定した連続落球試験 

試験条件 

1500mm、3000mmの高さから連続3回

落球させても貫通は見られませんでした。 

◆結果 

リンテックは、防犯性能を高めたウインドーフィルムとして｢ルミクール1561UH｣をご提案します。 
窓ガラス破りによる侵入に有効な防犯対策ウインドーフィルムです。 

今や通常の戸締まりだけでは、犯罪を防止することが難し

いことから、防犯性能を高めた建物部品が必要とされて

います。侵入の実態について調査した結果、侵入に5分以

上かかると犯罪を断念することが多いことがわかり、警察

庁及び関連省庁と建物部品関連の民間団体からなる「防

犯性能の高い建物部品の開発・普及に関する官民合同会議」

は、2004年4月1日に「防犯性能の高い建物部品目録」

を公表しました。ルミクール1561UHはその目録に型番

登載されています。 

ガラス破壊による
住居などへの侵入
犯罪は71％以上
にも達します。 

侵入に要する時間
が5分を超過すると、
そのおよそ68％が
侵入をあきらめる
とされています。 

アクリル系特殊粘着剤 

高透明多層ポリエステルフィルム 

　　フィルム 

窓 

打ち破り 

こじ破り 

焼き破り（焼き切り） 

投石破り 

突き破り 

ガラス部分を 

攻撃するもの 

目録登載のガラスを取り付け、又は目録登載のウィンドウフィルムを貼り付

けることに加え、 

●補助錠を取り付けること 

●窓の内外に目録登載の雨戸、面格子、窓シャッターを取り付けること 

＜警察庁での官民合同会議による「防犯性能の高い建物部品の開発・普及の今後の在り方」より抜粋＞ 

◆建物部品に関し防犯上配慮すべき事項 

部
　
品 

侵入手口 

手口の内容 手口の例 

効果のある対策 
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